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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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訪問調査日

●お年寄りが食べ易い残食の少ない食事作りに取り組んでいます。和食を中心に薄味で彩りや季節感
に注意し、少量づつ品数を多くしています。 残食は少なく皆さん美味しいと喜んで頂いています。
●毎日散歩をしています。外を歩くことで脚力の強化を図ると共に、気分転換を図り、また、地域の人と
触れ合うことも多くなります。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
理念の「あなたの意思を尊重します」を大切に利用者の希望が叶えられるよう自立支援を行っ
ており、コミュニケーション上手な管理者を中心に、職員は近所づきあいがスムーズに行えるた
めの努力を重ねている。親切で思いやりのあるご近所から野菜やスズ虫を頂いたり、団地の
幼い子どもたちが遊びに来てくれたりと交流を深めている。食事作り専属の職員が配置され、
利用者に「美味しかった」と言ってもらえるよう、手間暇のかかった料理を作られており、季節
感、味付け、彩の良い内容となっている。運営推進会議では、参加者からの情報がサービス向
上に大きく活かされており、家族から利用者の昔話や趣味など丁寧に聞き取る機会にもなって
いる。事業所では、一人ひとりに適した内容の介護計画作成に力を注いでおり、サービス項目
別実施状況チェックを毎日欠かさず行って定期的に評価し、よりよいサービスの提供を目指し
ている。

基本情報リンク先

今治市南高下町2丁目2-67所在地

ハートフルケアホーム　青空

松山市持田町三丁目８番１５号

社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

評 価 結 果 概 要 表

3870200908

法人名 株式会社　シンコー

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 平成　28　　年　10　　月　25　日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

2. 家族の２/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

平成　 28年　11月　  9日

（別表第１の３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）
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愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

評価完了日 平成28年 10 月 25 日

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

ハートフルケアホーム青空

(ユニット名） 春

記入者（管理者）

氏　名 小野　和博

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

（別表第１）

自己評価及び外部評価表
自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
自分たちで「自分がして欲しいケア」と「自分がして欲しくな
いケア」について書き出しまとめ作った理念をホームの各所に
提示しいつでも確認できるようにしている。また、名札の裏に
も記載しているが名札にて確認する機会は少ない。

(外部評価)
事業所では、「私たちは①あなたの意思を尊重します。②あな
たが笑顔で過ごせる安らぎのある場所作りをします。③あなた
の生きがいと希望のある暮らしのお手伝いをします。④あなた
の地域とのつながり、社会生活の継続のお手伝いをします」と
いう４項目を理念としている。理念は見直しながら適宜追加し
て、サービスの向上に努めている。職員は、利用者の希望や思
いを大切に考え自立支援を行っている。

(自己評価)
自治体に加入し、ホームを集会や子供みこしの休憩場にして頂
いたり、公園の掃除にも参加している。ご近所の方が季節のお
野菜やスズムシなどを届けてくださることもある。また、毎日
の施設周辺の散歩時挨拶を交わすなど地域の一員として地域と
日常的に交流している。

(外部評価)
事業所の広い会議室で年１回自治会の総会が行われており、依
頼事がある時には自治会長にお願いすると快く引き受けてくれ
る等、良好な人間関係を構築している。また、親しくなったご
近所から、野菜やスズ虫が毎年届くほか、近くの団地の子ども
達が遊びに来てくれるので、利用者は楽しみにしている。管理
者は近所の人々とコミュニケーションを図り、交流を深めてい
る。

(自己評価)
散歩時お話したり施設に来られた時に認知症の方への声がけ、
見守り、寄り添う方法などを見て頂いたり説明したりして、自
然に認知症の方を理解して頂けるよう努めている。3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

2 2

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 愛媛県社会福祉協議会調査支援課



愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
運営推進会議では業務報告や施設の取り組みを報告している。
また民生委員さんには自治体の情報提供や意見を頂いたり家族
さんには家族さんの思いや意見を聞かせて頂いたり市職員さん
には専門的な意見や他施設の情報を聞かせて頂いたりしてい
る。そこでの意見は報告し、サービスの向上に活かしている。

(外部評価)
２か月に１回運営推進会議を開催し、利用状況や活動報告を行
うほか、職員が交代で研修報告を行っており、参加者に好評を
得ている。意見交換では、家族や参加者から意見や提案をいた
だきサービスに活かすことも多い。また参加者の介護への思い
は様々であることにも気づかされ、職員は「現状の方法でよい
のか？」と考える機会になっている。会議開催日程や時間調整
を行って参加者を増やす努力を続けており、職員も交代で出席
している。
(自己評価)
市町村担当者は運営推進会議に参加くださり、サービスの取り
組みを伝えると共に情報や意見を頂いている。又施設運営上の
質問や相談にものって頂いたり、相談を受けたりして協力体制
を築くよう取り組んでいる。

(外部評価)
市担当課職員や地域包括支援センターとは気軽に相談ができる
関係ができており、空室ができた際に紹介をお願いしたり、利
用相談を受けることもある。生活支援課職員が定期的に訪れて
利用者と面会し状態を把握したり、新たな利用者の生活保護申
請に対して助力を得ている。また、市社会福祉協議会が行う権
利擁護事業を利用する利用者がおり、連携して支援を行ってい
る。市や今治市グループホーム協議会が開催する研修会に参加
して研鑽を積んでいる。

(自己評価)
玄関は施錠しない、行動制限はしない、ベッドの四方柵はしな
い、過剰な向精神薬は使用しないなど利用者の誇りや尊厳には
注意を払っている。危険防止については声がけの工夫、見守
り、環境整備等、身体拘束をしないという方針でケアに取り組
んでいる。

(外部評価)
職員は身体拘束をしないケアに努めており、声かけや見守りを
心がけている。日中１階玄関は開放されており、利用者は自由
に出入りすることができる。階上に居室があるため、車椅子移
動を行う利用者はその都度職員が付き添ってエレベーター操作
を支援している。また、向精神薬の使用に際しては、専門科医
師と密に相談しながら薬の量や回数をコントロールすること
で、最小限の使用で落ち着いた生活ができている。

5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

4 愛媛県社会福祉協議会調査支援課



愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
研修に参加したり資料を読んだり話し合ったりして虐待につい
て学んでいる。虐待は絶対に許さない、と強い気持ちを職員は
持っており職員全体で防止に努めている。

(自己評価)
現在制度を利用されている方が１名おられるので理解は出来て
いるがと思われるが、権利擁護については、今後さらに研修等
で理解を深めて行きたい。

(自己評価)
契約の際にはホームの方針や料金などご本人・ご家族を交えて
十分な説明を行い、不安や疑問点などもお尋ねしお答えして十
分に理解して頂いた上で契約を行っている。解約の際にも十分
に話し合い納得した上で行なっている。

(自己評価)
2ヶ月に１回の運営推進会議でご家族の意見を伺ったり、面会
時に、意見や要望をお話いただけるよう努めている。又、利用
者様とは普段のコミュニケーションより要望を伺っている。そ
して、それらを随時話し合い、運営に反映させるよう努めてい
る。

(外部評価)
職員は、家族が面会に来訪した際に声をかけ、利用者の状況を
報告するとともに意見や要望を聞くよう努めている。遠方に住
む家族とは電話で話したり、毎月送る請求書と一緒に日常生活
報告書を作成して送り、利用者の様子を伝えており、家族から
感謝の言葉をいただくこともある。

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

10 6

8
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愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
普段から職員は運営上の意見や提案を代表者や管理者に気軽に
言っており話し合いはよくできている。運営に反映させてるよ
う努めている。

(外部評価)
職員は、管理者は悩み相談を言いやすく頼りになる存在である
と感じており、幅広い年齢層の職員が互いを尊重しつつ話し合
いながら働くことができている。幼い子どもを持つ職員は、育
児経験のある先輩職員の理解と支援を受けながら働き続けられ
ることを幸せと感じている。また、事業所では研修費用の助成
等を行って、職員が研修を受けやすいよう配慮している。

(自己評価)
代表者は私達の勤務状況や努力をよく見てくれており、給与・
労働時間・やりがいなどに気を配ってくださっている。各職員
の意欲や力量をよく見極め、研修なども勧めてくれている。

(自己評価)
このホームで働きながら色々な資格を取得した職員は大勢い
る。また、いろいろな研修があれば提示したり情報提供してく
れたり勧めてくれたりする。シフトも優先的に組んでくれ積極
的に受講できるような体制をとって下さる。

(自己評価)
今治市グループホーム交流会があり積極的に参加させて頂いて
いる。そこで同業者と交流して勉強会やネットワークづくりを
してサービスの質の向上に努めている。

(自己評価)
サービスを利用する段階では前もって家族様や前ケアマネ
ジャー様から情報を頂き、本人様との面談で不安な事・要望等
よくお話を伺うよう努めている。また、ご利用前に一緒に食事
をして頂いて安心した関係を結んだ上で利用頂ける様努めてい
る。

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

15

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
家族様とは初期の面談を必要に応じて数回行い、十分にお話を
伺い、なんでも話せるような関係を培いながら今後のことを一
緒に考えていくように努めている。

(自己評価)
面談時本人様と家族様に良くお話を伺い、一番困っていること
などをお聞きし、必要な支援を見極め、介護計画書をたて、支
援して行くよう努めている。

(自己評価)
利用者様とは一個人としてプライドを保ちながら対等の立場で
接するように努めている。長く人生を生きてこられた方なので
教えて頂く事も多い。お互い助け合い信頼しあえる関係を築け
るよう努めている。

(自己評価)
家族様の来設時、家族様とお話させて頂くことも多く介護の喜
びや苦しみをお話頂けることも多い。また、家族様に、一ヶ月
に一度の日常生活報告書などで本人様のご様子や職員の気持ち
を伝えている。

(自己評価)
ご利用者は昔のお話をよくして下さる。ドライブ時には馴染み
の場所を通ったり、馴染みの人が尋ねてきてくださった時には
少し一緒にお話させて頂いて、又来て頂ける様配慮したりし
て、馴染みの関係が途切れないよう、支援に努めている。

(外部評価)
入居時に利用者や家族から生活歴等を聴取するとともに、入居
前利用していた事業所からも情報を得て人間関係等を把握して
いる。面会ノートに来訪者名を記入してもらってご家族に報告
し、今まで大切にしてきた関係が継続できるよう配慮してい
る。入居前から日曜礼拝に行っていた利用者には、教会まで送
迎し牧師さんとゆっくり話しができるよう支援している。

18

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者様は一緒に食事をしたり共同作業やレクをして行く中で
自然に理解し助け合っているが時にはトラブルもある。職員は
ご利用者同士の相性や関係をよく把握しており、席等の配慮を
しながら見守っている。また、一緒に輪の中に入り、利用者様
が孤立せず仲良く暮らしていけるよう努めている。

(自己評価)
入院された場合でもお見舞いや面会に行ってお話をしたり、転
所の場合でもいつでも相談に応じられる事を伝え、関係性を切
らない様努めている。

(自己評価)
日々のコミュニケーションを大切にし、何気ない会話の中から
思いや暮らし方の希望・意向の把握に努めている。意志疎通の
困難な御利用者は、日頃の表情、態度などから思いをくみ取る
様努めている。

(外部評価)
意思疎通の難しい方でも一緒に生活している職員は、何を言お
うとしているのかよくわかるようになっているので、食事中や
休憩時に見逃さないよう気を付けている。利用者がコーヒーを
飲みに行きたそうな表情をした時は、管理者が声かけして一緒
に近くのコンビニにコーヒーを飲みに行くこともある。運営推
進会議の際ご家族から「昔は○○だった」「趣味は習字です」
等聞くことができ、利用者が喜んで習字をされるなど効果がみ
られている。

(自己評価)
本人様やご家族様とお話を重ねたり、前サービス担当者に情報
を頂いたりしてこれまでの暮らしの把握に努めている。

(自己評価)
日々の生活の中から有する能力の把握に努めている。気づきが
あれば記録・報告し、話し合い、その能力を生活の中に活かせ
るよう努めている。

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
介護計画作成にあたっては、毎月職員全員がカンファレンス用
紙に気づいた課題・原因・今後方針などを記入して提出し、
ミーティングを行い、また、本人様や家族様の意見も頂き、作
成している。

(外部評価)
介護計画のサービス項目別実施状況チェックは毎日行ってい
る。計画作成のために職員が集まり討議し、一人ひとりにふさ
わしい対応を出し合っている。職員は常に「○○の方法でいい
だろうか？」「ご家族さんが心配していないだろうか？」と思
案しながらより良い暮らしが実現できるよう考えている。６か
月に一度見直しを行い、状態が変わった時はその都度変更して
いる。計画内容はご家族に説明し、捺印をいただいている。

(自己評価)
日々の利用者の暮らしや気づきは、話言葉も含めて具体的に個
別記録に記入するよう努めている。必要に応じて記録を参考に
家族様に相談し、ご意見を頂く場合もある。そして、職員間の
ケアの共有や介護計画の見直しに活かしている。

(自己評価)
遠方に家族様が居られる方、一人暮らしの方、急病時、その
他、それぞれに柔軟に支援するよう努めている。

(自己評価)
運営推進会議で民生委員さんに地域の情報を頂いたり、町内会
長さんにお話を伺ったりして地域の情報を得るようにしている
が地域資源の活用や地域行事への参加は少ないので今後検討し
ていきたい。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者様それぞれが本人・家族様ご希望のかかりつけ医を持っ
ておられ、ご家族あるいは職員と受診しており、情報の交換も
しっかり行なっている。

(外部評価)
本人や家族の望むかかりつけ医を家族が付き添って受診してお
り、困難な場合は職員が付き添っている。受診した結果は職員
や家族で共有している。通院が困難な利用者は協力医の訪問診
療を定期的に受けることができ、必要な検査も実施している。
歯科の往診もあり、必要時依頼して治療を受けている。冬季は
インフルエンザの予防接種を実施し、手洗いやうがいを励行し
て予防に努めている。

(自己評価)
異常に気づいた場合には家族連絡の上、かかりつけ医受診を行
なっている。尋ねたいことがある時にはかかりつけ医や嘱託医
に相談している。

(自己評価)
入院時にはご本人の情報を提供している。また、お見舞いには
頻繁に伺い、本人様の回復状況を伺うなど病院関係者との情報
交換に努め、速やかな退院支援に結びつけている。

(自己評価)
入所時には本人・家族様と話し合っており、同意書も頂いてい
る。事業所としてできる事、出来ないことについても家族に説
明している。基本的には、家族が望めばできる限りの支援をし
ていく方針で話合っている。

(外部評価)
入居時に利用者と家族に事業所ができることを十分に説明し
て、看取りを行わない方針であることを伝え同意を得ている。
重度化した場合には、かかりつけ医と相談しながら適切な医療
機関に移れるよう支援している。管理者は、今後は利用者や家
族の要望を聞き取りながら看取りについて検討を行う必要を感
じている。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
急変時や事故発生時の対応については普段から職員に言い伝え
ている。研修にも参加しているが全ての職員ではないので今
後、全ての職員が研修に参加し、実践力を身に付けることが出
来るように努めたい。

(自己評価)

夜間想定の訓練も実施、避難訓練は定期的に行なっており、全
職員が避難通路や方法を心得ている。地域の方には集会時の時
に協力をお願いしている。常日頃から避難通路には物を置かな
いよう指示している。スプリンラーや避難はしごの設置もあ
る。

(外部評価)
夜間想定の訓練を実施し、職員は時間がかなりかかることや、
多くの課題を自覚したことを運営推進会議で報告している。自
治会の総会において、火災が発生した際は救援をお願いしたい
と依頼している。地区主催の防災訓練に管理者が参加して地区
防災の取組みを体験している。建物は耐震構造になっており、
水害時は上階に避難する計画である。

夜間想定の訓練において課題が明確になり、職員一人
ひとりが今後の課題解決に対応できるよう、施設長を
軸に考え進めていくことを期待する。備蓄面では、
水・缶詰のパンなど優先順位を決め、必要なものが供
えられるよう準備することを期待する。

(自己評価)
入所の方は言葉に非常に敏感なので無意識な言葉がけにより不
穏になる場合があるので言葉がけには注意している。子供扱い
言葉になったり禁止の言葉になったりしないよう、言葉遣いや
人格の尊重について今後も注意していきたい。

(外部評価)
職員は利用者の人格を尊重し、誇りを傷つけないよう努めてい
る。利用者の食べこぼしをさりげなく拾ったり、定期的に気持
ちよく髪を整えたり、本人らしさが保て心地よく生活できるよ
う気を付けている。言葉遣いも丁寧にするよう心がけている
が、利用者の呼び方については管理者はじめ職員の考えは様々
である。

一人ひとりの尊重とプライバシーの確保について研修
や学習を積み重ねていくことを期待したい。利用者の
呼び方については全職員で意見を出して話し合い、ご
家族の希望も取り入れながら統一した支援方針を立て
ることを期待したい。

(自己評価)
利用者の方がお話し易いように一対一でゆっくりお話を伺う姿
勢と時間を大切にする様心掛けている。そして思いの表出があ
れば自己決定できるよう働きかけている。37

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
ご利用者、それぞれの方のその日の状態にあわせ、希望に添っ
て暮らして頂けるよう支援しているが、難しい事もある。

(自己評価)
毎日の服装はご自分で選んで着ておられる。支援の必要な方は
職員が選んでいる。髪型もご家族様と一緒に馴染みの美容室に
行かれ、好みの髪型にされる方も多く、また、好みの髪型を尋
ねながら職員がカットする方もおられる。

(自己評価)

食事専門の職員さんが利用者の方の好みをよく把握していて下
さり、季節のものや変化に富んだ物をよく考え作って下さる。
利用者の方は、「食事が楽しみ・おいしい」と喜ばれている。
ご利用者と職員はお話しながら一緒に食事をし、片付けは利用
者の方がすすんで手伝って下さる。

(外部評価)
調理専任の職員２名が２ユニット分の献立を考え、調理と片づ
けを行っている。その間、職員は介護に専念することができ
る。下膳や台拭き、食器拭きなど、利用者はできる時にできる
ことを手伝っている。行事食や誕生会には豪華な料理が登場し
て皆でお祝いしており、お正月のおせち料理は母体の会社から
食品を分けてもらい、自慢のメニューが並ぶ。調査当日も利用
者の好むちらし寿しや煮物、煮魚、酢の物など豊富で彩りよい
メニューが登場した。

(自己評価)
職員全員が利用者の方の健康状態をよく把握しており、貧血の
方の栄養、浮腫の方の水分量などに気をつけている。刻み食・
トロミ食等も状態に合わせて提供している。食事量・水分量・
体重は記録しており異常の発見に役立てている。

(自己評価)
毎食後本人の能力に合わせて声がけ・見守り・介助にて全員の
口腔ケアを行なっている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄チェック表を記入し、一人ひとりの排泄パターンを把握し
ている。そして、日中、夜間も一人ひとりに合った時間にトイ
レ誘導し排泄支援をしている。

(外部評価)
職員は排泄パターンを把握し、夜間も定期的に２時間ごとに見
回り声かけを行い、なるべくトイレで排泄ができるよう支援し
ている。排便の失敗がある時は、シャワー洗浄を行って清潔に
気持ち良く過ごせるよう支援している。また、トイレが分かり
やすいよう大きく表示する工夫をしている。

(自己評価)
食事専門の職員が繊維質の多い野菜を多く取り入れるよう気を
付けてくれている。それでも便秘のひどい方がおられ、食物や
水分調整、運動への働きかけをしても改善がみられないので、
現在、医師に相談の上薬の調整中である。

(自己評価)
基本的には毎日入浴できる。一人ひとりに合った方法で入浴を
楽しんで頂いているが時々拒まれる時がある。違う職員が声が
けしたりやタイミングをずらすなど工夫してお誘いしてもどう
しても拒まれるときは本人の状態に合わせている。

(外部評価)
毎日入浴することができる。浴室出入り口に大きな温泉マーク
が描かれており、入浴を嫌がる利用者には「温泉に行きましょ
う」と声かけし入浴を楽しんでもらっている。毎朝健康状態を
チェックし、血圧の状態も常に気を付けている。ゆっくり入浴
したい人や湯の温度にも心を配り、利用者が入浴を楽しめるよ
う支援している。

(自己評価)
ご本人の落ち着ける所で休息が取れるようホールの色々な場所
にソファを置いており、自由に休息頂いている。また、夜眠れ
ない方は日中の活動量を増やすなどして安眠に繋げている。46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
服用する薬については職員は処方箋を確認し理解している。変
更や注意があるときは申し送りをし記録に残している。服薬の
効果や症状の変化については気がついたことを他職員に報告
し、家族や医療機関に報告・相談している。

(自己評価)
ご本人の能力や意思により食事の片づけや洗濯物干し、テーブ
ル拭きなど役割を持ち、張りのある生活に繋がるよう支援して
いる。また、コーヒー・ドライブ・買い物など利用者様の希望
に添って気分転換が図れる様支援しているが個人に合わせた楽
しみごとについてはもう少し支援の必要があると感じている。

(自己評価)
散歩は毎日行なっている。家族の支援があれば行きたい場所へ
の外出支援は行なっている。今後、地域資源の協力など得なが
ら家族の支援がない方もでかけられる様支援して行きたい。

(外部評価)
散歩は日課となっている。「おはよう」「がんばってよ」と散
歩時には地域の方々から声掛けしていただき見守られている。
一日中居室のあるフロアーで過ごすことがないよう配慮してお
り、調査当日は１階玄関入口に集まりゲームを行っていた。車
いすに乗った利用者を元気な利用者が押し、職員が付き添って
戸外に出ている。市民の森や国民休暇村、タオル美術館、衣干
神社、別宮山、湯の浦ハイツへと遠出もしている。

(自己評価)
お金は職員が管理している。外食やおやつ・欲しい物などの買
い物にはご本人が一緒に行く場合も多い。今後、個人の能力に
合わせて柔軟に対応していきたい。

(自己評価)
遠方の家族・親戚から手紙がよく届き、大変喜ばれる。また、
知り合いから電話がかかってきて取り次ぐこともある。手紙や
はがきのやり取りについて、今後、支援を考えている。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

50

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
２階の窓からは青空が広がり、日光浴が出来るほど日が差し込
んでいて明るい。台所では食事の美味しそうな匂いがしてい
る。それを思い思いのソファでくつろぎながら眺めている。壁
面には季節が感じられる様工作が飾られ、居心地良く過ごせる
ように配慮している。

(外部評価)

２階は青空神社、３階は七福神の飾りつけがあり、広い廊下が
散歩道になっている。落ち葉や森の動物たちのクラフト作品が
飾られており、季節感が感じられるよう工夫している。共用空
間には加湿器を置いて感染症予防を行っている。整理整頓され
て掃除が行き届いており、移動の障害にならないよう配慮して
いる。

(自己評価)
ホールには３箇所にソファが置かれており、ホールのざわめき
から少し離れて静かになりたい時、日光浴しながら数人でお
しゃべりをしたい時、他の皆さんの様子を伺いながら寛ぎたい
時にそれぞれの場所でくつろげる様にしている。テーブルの席
は状態を考慮し個人の席を定めている。

(自己評価)
居室には仏壇・机・ソファ・テレビなど好みのものは何でも持
ち込んでよいようになっている。お花や家族の写真・本など家
族と相談して好みのものを持ってこられその人らしいお部屋で
過ごして頂いている。

(外部評価)
居室はエアコンやベッド、洗面台が備え付けられ、利用者は自
宅からテーブルや椅子を持ち込んで居心地よく配置している。
ご家族の写真が飾られていたり、趣味の川柳の本を置いている
人、位牌を置いている人もあり、個性的な部屋になっている。

(自己評価)
各所に安全と自立のために手すりが設置され、家具も危険が無
く行動し易いように配置している。

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

52 19
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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
理念の「あなたの意思を尊重します」を大切に利用者の希望が叶えられるよう自立支援を行っ
ており、コミュニケーション上手な管理者を中心に、職員は近所づきあいがスムーズに行えるた
めの努力を重ねている。親切で思いやりのあるご近所から野菜やスズ虫を頂いたり、団地の
幼い子どもたちが遊びに来てくれたりと交流を深めている。食事作り専属の職員が配置され、
利用者に「美味しかった」と言ってもらえるよう、手間暇のかかった料理を作られており、季節
感、味付け、彩の良い内容となっている。運営推進会議では、参加者からの情報がサービス向
上に大きく活かされており、家族から利用者の昔話や趣味など丁寧に聞き取る機会にもなって
いる。事業所では、一人ひとりに適した内容の介護計画作成に力を注いでおり、サービス項目
別実施状況チェックを毎日欠かさず行って定期的に評価し、よりよいサービスの提供を目指し
ている。

評価機関名 社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

所在地 松山市持田町三丁目８番１５号

訪問調査日 平成　 28年　11月　  9日

（別表第１の３）

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870200908 ●お年寄りが食べ易い残食の少ない食事作りに取り組んでいます。和食を中心に薄味で彩りや季節感
に注意し、少量づつ品数を多くしています。 残食は少なく皆さん美味しいと喜んで頂いています。
●毎日散歩をしています。外を歩くことで脚力の強化を図ると共に、気分転換を図り、また、地域の人と
触れ合うことも多くなります。

法人名 株式会社　シンコー
事業所名 ハートフルケアホーム　青空
所在地 今治市南高下町２丁目２－６７

自己評価作成日 平成　28　　年　10　　月　25　日
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

夏

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

記入者（管理者）

氏　名 小野　和博

評価完了日 平成28年 10 月 25 日

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 ハートフルケアホーム　青空

(ユニット名）

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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（別表第１）

自己評価及び外部評価表
自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
自分たちで「自分がして欲しいケア」と「自分がして欲しく
ないケア」について書き出しまとめ作った理念をホームの各
所に提示しいつでも確認できるようにしている。また、名札
の裏にも記載しているが確認する機会は少ない。

(外部評価)
事業所では、「私たちは①あなたの意思を尊重します。②あ
なたが笑顔で過ごせる安らぎのある場所作りをします。③あ
なたの生きがいと希望のある暮らしのお手伝いをします。④
あなたの地域とのつながり、社会生活の継続のお手伝いをし
ます」という４項目を理念としている。理念は見直しながら
適宜追加して、サービスの向上に努めている。職員は、利用
者の希望や思いを大切に考え自立支援を行っている。

(自己評価)
自治体に加入し、ホームを集会や子供みこしの休憩場にしよ
うして頂いたり、公園の掃除にも参加している。ご近所の方
が季節のお野菜やスズムシなどを届けてくださることもあ
る。また、毎日の施設周辺の散歩時挨拶を交わすなど地域の
一員として地域と日常的に交流している。

(外部評価)
事業所の広い会議室で年１回自治会の総会が行われており、
依頼事がある時には自治会長にお願いすると快く引き受けて
くれる等、良好な人間関係を構築している。また、親しく
なったご近所から、野菜やスズ虫が毎年届くほか、近くの団
地の子ども達が遊びに来てくれるので、利用者は楽しみにし
ている。管理者は近所の人々とコミュニケーションを図り、
交流を深めている。

(自己評価)
散歩時お話したり施設にに来られた時に認知症の方への声が
け、見守り、寄り添う方法など見て頂いたり説明したりし
て、自然に認知症の方を理解して頂けるよう努めている。3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
運営推進会議では業務報告や施設の取り組みを報告してい
る。また民生委員さんには自治体の情報提供や意見を頂いた
り家族さんには家族さんの思いや意見を聞かせて頂いたり市
職員さんには専門的や他施設情報を聞かせて頂いたりしてい
る。そこでの意見は報告し、サービスの向上に活かしてい
る。

(外部評価)
２か月に１回運営推進会議を開催し、利用状況や活動報告を
行うほか、職員が交代で研修報告を行っており、参加者に好
評を得ている。意見交換では、家族や参加者から意見や提案
をいただきサービスに活かすことも多い。また参加者の介護
への思いは様々であることにも気づかされ、職員は「現状の
方法でよいのか？」と考える機会になっている。会議開催日
程や時間調整を行って参加者を増やす努力を続けており、職
員も交代で出席している。

(自己評価)
市町村担当者は運営推進会議に参加くださり、サービスの取
り組みを伝えると共に情報や意見を頂いている。また施設運
営上の質問や相談にのって頂いたり、相談を受けたりして協
力体制を築くように取組んでいる。

(外部評価)
市担当課職員や地域包括支援センターとは気軽に相談ができ
る関係ができており、空室ができた際に紹介をお願いした
り、利用相談を受けることもある。生活支援課職員が定期的
に訪れて利用者と面会し状態を把握したり、新たな利用者の
生活保護申請に対して助力を得ている。また、市社会福祉協
議会が行う権利擁護事業を利用する利用者がおり、連携して
支援を行っている。市や今治市グループホーム協議会が開催
する研修会に参加して研鑽を積んでいる。

(自己評価)
玄関は施錠しない、行動制限はしない、ベッドの四方柵はし
ない、過剰な向精神薬は使用しないなど利用者の誇りや尊厳
には注意を払っている。危険防止については声かけの工夫、
見守り、環境整備等、身体拘束をしないという方針でケアに
取り組んでいる。

(外部評価)
職員は身体拘束をしないケアに努めており、声かけや見守り
を心がけている。日中１階玄関は開放されており、利用者は
自由に出入りすることができる。階上に居室があるため、車
椅子移動を行う利用者はその都度職員が付き添ってエレベー
ター操作を支援している。また、向精神薬の使用に際して
は、専門科医師と密に相談しながら薬の量や回数をコント
ロールすることで、最小限の使用で落ち着いた生活ができて
いる。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
研修に参加したり資料を読んだり話し合ったりして虐待つい
て学んでいる。虐待は絶対に許さない、と強い気持ちを職員
は持っており職員全体で防止に努めている。

(自己評価)
権利擁護の制度についてはあまり理解はされていないと思わ
れるので今後研修を進めて行きたい。

(自己評価)
契約の際にはホームの方針や料金などご本人・ご家族を交え
て十分な説明を行い、不安や疑問点などもお尋ねしお答えし
て十分に理解して頂いた上で契約を行っている。解約の際に
も十分に話し合い納得した上で行っている。

(自己評価)
２ヶ月に１回の運営推進会議でご家族の意見を伺ったり、面
接時に、意見や要望をお話頂けるよう努めている。また、利
用者とは普段のコミュニケーションより要望を伺っている。
そして、それらを随時話し合い、運営に反映させるよう努め
ている。

(外部評価)
職員は、家族が面会に来訪した際に声をかけ、利用者の状況
を報告するとともに意見や要望を聞くよう努めている。遠方
に住む家族とは電話で話したり、毎月送る請求書と一緒に日
常生活報告書を作成して送り、利用者の様子を伝えており、
家族から感謝の言葉をいただくこともある。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
普段から職員は運営上の意見や提案を代表者や管理者に気軽
に言っており話し合いはよくできている。話し合いの結果は
運営に反映させるよう努めている。

(外部評価)
職員は、管理者は悩み相談を言いやすく頼りになる存在であ
ると感じており、幅広い年齢層の職員が互いを尊重しつつ話
し合いながら働くことができている。幼い子どもを持つ職員
は、育児経験のある先輩職員の理解と支援を受けながら働き
続けられることを幸せと感じている。また、事業所では研修
費用の助成等を行って、職員が研修を受けやすいよう配慮し
ている。

(自己評価)
代表者は私達の勤務状況や努力をよく見てくれており、給
与・労働時間・やりがいなどに気を配ってくださっている。
各職員の意欲や力量をよく見極め、研修なども勧めてくれて
いる。

(自己評価)
このホームで働きながら色々な資格を取得した職員は大勢い
る。また、色々な研修があれば提示したり情報提供してくれ
たり勧めてくれたりする。シフトも優先的に組んでくれ積極
的に受講できるような体制をとって下さる。

(自己評価)
今治市グループホーム交流会があり積極的に参加させて頂い
ている。そこで同業者と交流して勉強会やネットワーク作り
をしてサービスの質の向上に努めている。

(自己評価)
サービスを利用する段階では前もって家族様や前ケアマネ
ジャー様から情報を頂き、本人様との面談で不安な事要望等
よくお話を伺うよう努めている。また、ご利用前に一緒に食
事を頂いて安心した関係を結んだ上で利用いただけるよう努
めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
家族様とは初期の面談を必要に応じて数回行い、十分にお話
を伺い、何でも話せるような関係を培いながら今後のことを
一緒に考えていくように努めている。本人に入所を説得でき
るか不安だと家族様が言われ、お迎えに行った事もある。

(自己評価)
面接時本人様と家族様によくお話を伺い、一番困っているこ
となどをお聞きし、必要な支援を見極め、介護計画をたて、
支援していくよう努めている。

(自己評価)
利用者様とは一個人として対等の立場で接するように努めて
いる。長く人生を生きてこられた方なので教えて頂くことも
多い。お互い助け合い信頼し合える関係が築けていると思
う。

(自己評価)
家族様の来設時、家族様とお話させて頂くことも多く介護の
喜びや苦しみをお話頂ける事も多い。また、家族様に、一ヶ
月に一度の日常生活報告書などで本人様のご様子や職員の気
持ちを伝えている。

(自己評価)
ご利用者は昔のお話をよくしてくださる。知り合いの方が来
てくださった時には一緒にお話させて頂いたり、又来て頂け
るよう配慮している。

(外部評価)
入居時に利用者や家族から生活歴等を聴取するとともに、入
居前利用していた事業所からも情報を得て人間関係等を把握
している。面会ノートに来訪者名を記入してもらってご家族
に報告し、今まで大切にしてきた関係が継続できるよう配慮
している。入居前から日曜礼拝に行っていた利用者には、教
会まで送迎し牧師さんとゆっくり話しができるよう支援して
いる。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

22 愛媛県社会福祉協議会調査支援課



愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
職員はご利用者同士の相性や関係をよく把握しており、席や
レクレーションなどの交流時に配慮し、孤立しないよう努め
ている。

(自己評価)
入院された場合でもお見舞いに行ってお話しを伺ったり転所
してもいつでも相談や支援に応じられることを伝えている。

(自己評価)
日々の何気ない会話やご家族のお話の中から本人様の思いや
意向の把握に努めている。困難な場合は日頃の言動、表情な
どから思いを汲み取り検討している。

(外部評価)
意思疎通の難しい方でも一緒に生活している職員は、何を言
おうとしているのかよくわかるようになっているので、食事
中や休憩時に見逃さないよう気を付けている。利用者がコー
ヒーを飲みに行きたそうな表情をした時は、管理者が声かけ
して一緒に近くのコンビニにコーヒーを飲みに行くこともあ
る。運営推進会議の際ご家族から「昔は○○だった」「趣味
は習字です」等聞くことができ、利用者が喜んで習字をされ
るなど効果がみられている。

(自己評価)
本人様や御家族様とお話を重ねたり、前サービス担当者に情
報を頂いたりしてこれまでの暮らしの把握に努めている。

(自己評価)
生活暦やご家族とのお話、また本人様との関わりの中から現
状の把握に努め、一日の過ごし方、心身状況、有する能力を
検討し自分らしく暮らして頂けるよう努めている。25

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている
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愛媛県ハートフルケアホーム青空 平成２９年１月１７日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
介護計画作成にあたっては、毎月職員全員がカンファレンス
用紙に気づいた課題・原因・今後の方針など記入して提出
し、ミーティングを行い、また、本人様や家族様の意見も頂
き、作成している。

(外部評価)
介護計画のサービス項目別実施状況チェックは毎日行ってい
る。計画作成のために職員が集まり討議し、一人ひとりにふ
さわしい対応を出し合っている。職員は常に「○○の方法で
いいだろうか？」「ご家族さんが心配していないだろう
か？」と思案しながらより良い暮らしが実現できるよう考え
ている。６か月に一度見直しを行い、状態が変わった時はそ
の都度変更している。計画内容はご家族に説明し、捺印をい
ただいている。

(自己評価)
日々の利用者の暮らしや実践は、具体的に個別記録に記入す
るよう努めている。気づいた事は申し送りをして話し合った
りしながら介護計画の見直しに活かしている。

(自己評価)
遠方に家族様が居られる方、一人暮らしの方、急病時、その
他、それぞれの方に合わせて柔軟に支援するよう努めてい
る。

(自己評価)
運営推進会議で民生委員さんに地域の情報を頂いたり、町内
会長さんにお話を伺ったりして地域の情報を得るようにして
いるが、地域資源の活用や地域行事への参加は少ないので今
後検討して行きたい。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者様それぞれが本人・家族様ご希望のかかりつけ医を
持っておられ、ご家族あるいは職員と受診しており、情報の
交換もしっかり行なっている。

(外部評価)
本人や家族の望むかかりつけ医を家族が付き添って受診して
おり、困難な場合は職員が付き添っている。受診した結果は
職員や家族で共有している。通院が困難な利用者は協力医の
訪問診療を定期的に受けることができ、必要な検査も実施し
ている。歯科の往診もあり、必要時依頼して治療を受けてい
る。冬季はインフルエンザの予防接種を実施し、手洗いやう
がいを励行して予防に努めている。

(自己評価)
介護職員はご利用者の異常に気づいたら代表者や管理者の報
告し、相談して適切に受診できるように支援している。

(自己評価)
入院時にはご本人の情報を提供している。また、お見舞いに
は頻繁に伺い、病院関係者に本人様の回復状況を伺うなど情
報交換に努め、速やかな退院支援に結びつけている。

(自己評価)
入所時には本人・家族様と話し合っており、同意書も頂いて
いる。事業所としてできる事、出来ない事についても家族に
説明している。基本的には、家族が望めばできる限りの支援
はしていく方針で話合っている。

(外部評価)
入居時に利用者と家族に事業所ができることを十分に説明し
て、看取りを行わない方針であることを伝え同意を得てい
る。重度化した場合には、かかりつけ医と相談しながら適切
な医療機関に移れるよう支援している。管理者は、今後は利
用者や家族の要望を聞き取りながら看取りについて検討を行
う必要を感じている。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
急変時や事故発生時の対応については普段から職員に言い伝
えている。研修にも参加しているが全ての職員ではないので
今後全ての職員が研修に参加し実践力を身に付けることが出
来るように努めたい。

(自己評価)

夜間想定の訓練も実施、避難訓練は半年毎に行なっており、
全職員が避難通路や方法を心得ている。地域の方には集会の
時に協力をお願いしている。常日頃から避難通路には物を置
かないように指示している。スプリンクラーや避難はしごの
設置もある。

(外部評価)
夜間想定の訓練を実施し、職員は時間がかなりかかること
や、多くの課題を自覚したことを運営推進会議で報告してい
る。自治会の総会において、火災が発生した際は救援をお願
いしたいと依頼している。地区主催の防災訓練に管理者が参
加して地区防災の取組みを体験している。建物は耐震構造に
なっており、水害時は上階に避難する計画である。

夜間想定の訓練において課題が明確になり、職員一人
ひとりが今後の課題解決に対応できるよう、施設長を
軸に考え進めていくことを期待する。備蓄面では、
水・缶詰のパンなど優先順位を決め、必要なものが供
えられるよう準備することを期待する。

(自己評価)
入所の方は言葉に非常に敏感なので無意識な言葉かけにより
不穏になる場合があり、また、それぞれ状況が違うので言葉
かけには注意している。子供扱い言葉になったり禁止の言葉
の無いよう気をつけている。

(外部評価)
職員は利用者の人格を尊重し、誇りを傷つけないよう努めて
いる。利用者の食べこぼしをさりげなく拾ったり、定期的に
気持ちよく髪を整えたり、本人らしさが保て心地よく生活で
きるよう気を付けている。言葉遣いも丁寧にするよう心がけ
ているが、利用者の呼び方については管理者はじめ職員の考
えは様々である。

一人ひとりの尊重とプライバシーの確保について研修
や学習を積み重ねていくことを期待したい。利用者の
呼び方については全職員で意見を出して話し合い、ご
家族の希望も取り入れながら統一した支援方針を立て
ることを期待したい。

(自己評価)
利用者の方がお話し易いように一対一でゆっくりお話を伺う
姿勢と時間を大切にするよう心がけている。そして、思いの
表出があれば自己決定できるよう支援している。37

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
一人ひとりの希望に添って、それぞれのペースでその日の暮
らしを支援するよう努めているが、難しいときもある。

(自己評価)
毎日の服装はご自分で選べる方はご自分で選んで着ておられ
る。髪型は職員が好みの髪型を尋ねながらカットしている。

(自己評価)

食事専門の職員さんが利用者の方の好みをよく把握していて
下さり季節のものや変化に富んだものをよく考えて作って下
さる。ご利用者は「食事が楽しみ・おいしい」と喜ばれてい
る。片付けはご利用者が手伝って下さる。

(外部評価)
調理専任の職員２名が２ユニット分の献立を考え、調理と片
づけを行っている。その間、職員は介護に専念することがで
きる。下膳や台拭き、食器拭きなど、利用者はできる時にで
きることを手伝っている。行事食や誕生会には豪華な料理が
登場して皆でお祝いしており、お正月のおせち料理は母体の
会社から食品を分けてもらい、自慢のメニューが並ぶ。調査
当日も利用者の好むちらし寿しや煮物、煮魚、酢の物など豊
富で彩りよいメニューが登場した。

(自己評価)
職員全員が利用者の方の健康状態をよく把握しており、水分
量、刻み食、トロミ食など一人ひとりの状態に合わせて提供
している。食事量・水分量・体重は記録しており異常の発見
に役立てている。

(自己評価)
毎食後本人の能力に合わせて声がけ・見守り・介助にて全員
の口腔ケアを行なっている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄チェック表を記入し、一人ひとりの排泄パターンを把握
している。そして、日中・夜間も一人ひとりに合った時間に
トイレ誘導し排泄支援をしている。足の立たない人もトイレ
で排尿・排便のある人は二人介助でトイレ誘導を行なってい
る。

(外部評価)
職員は排泄パターンを把握し、夜間も定期的に２時間ごとに
見回り声かけを行い、なるべくトイレで排泄ができるよう支
援している。排便の失敗がある時は、シャワー洗浄を行って
清潔に気持ち良く過ごせるよう支援している。また、トイレ
が分かりやすいよう大きく表示する工夫をしている。

(自己評価)
食事専門の職員が繊維質の多い野菜を多く取り入れるように
気をつけてくれている。それでも便秘がひどく水分調整・運
動への働きかけをしても改善が見られなく５日程排便が無い
ときには服薬している。

(自己評価)
基本的には毎日入浴できる。一人ひとりに合った方法で入浴
を楽しんで頂いている。拒まれる時は違う職員が声がけした
りタイミングをずらすなど工夫してお誘いしている。それで
も拒まれる時は本人の状態に合わせている。

(外部評価)
毎日入浴することができる。浴室出入り口に大きな温泉マー
クが描かれており、入浴を嫌がる利用者には「温泉に行きま
しょう」と声かけし入浴を楽しんでもらっている。毎朝健康
状態をチェックし、血圧の状態も常に気を付けている。ゆっ
くり入浴したい人や湯の温度にも心を配り、利用者が入浴を
楽しめるよう支援している。

(自己評価)
ご本人の落ち着ける場所で休息が取れるようホールのいろい
ろな場所にソファやクッションを置いており、自由に休息頂
いている。また、夜眠れない方は日中の活動量を増やすなど
して安眠に繋げている。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
服用している薬については職員は処方箋を確認し理解するよ
うにしている。変更や注意があるときは申し送りをし記録に
も残している。服薬の効果や症状の変化については気がつい
たことは報告し合い、家族や医療機関に報告・相談してい
る。

(自己評価)
ご本人の意思や能力により食事の片付けや洗濯物干し・テー
ブル拭きなどの役割を持ち、張りのある生活に繋がるように
支援している。また、コーヒー・ドライブ・買い物など利用
者様の希望に添って気分転換が図れる様支援しているが楽し
みごとにおいてはもう少し支援の必要があると感じている。

(自己評価)
散歩は毎日行なっている。家族の支援があれば行きたい場所
への外出支援は行っている。今後、家族の支援が無くても地
域資源の協力など得ながら家族の支援の無い方も出かけられ
るよう支援していきたい。

(外部評価)
散歩は日課となっている。「おはよう」「がんばってよ」と
散歩時には地域の方々から声掛けしていただき見守られてい
る。一日中居室のあるフロアーで過ごすことがないよう配慮
しており、調査当日は１階玄関入口に集まりゲームを行って
いた。車いすに乗った利用者を元気な利用者が押し、職員が
付き添って戸外に出ている。市民の森や国民休暇村、タオル
美術館、衣干神社、別宮山、湯の浦ハイツへと遠出もしてい
る。

(自己評価)
お金は職員が管理している。おやつや欲しい物・必要なもの
などの買い物にはご本人が一緒に行く場合も多い。今後、能
力に合わせて自分でお金を使う事など、柔軟に対応していき
たい。

(自己評価)
遠方の家族や親戚から手紙がよく届き、大変喜ばれる。ま
た、知り合いから電話がかかってきて取り次ぐこともある。
手紙やはがきのやり取りが出来るように、今後、支援をして
いきたい。

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

29 愛媛県社会福祉協議会調査支援課
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
３階窓からは青空が満面に広がり、明るく、時に鳥が飛んで
いるのが見える。居間はいつもテレビがついているが音量は
低く比較的静かである。壁面には季節が感じられるかわいい
工作が張られ、トイレ、風呂、各部屋にはわかり易く表示が
され、居心地の良い空間となる様配慮している。

(外部評価)

２階は青空神社、３階は七福神の飾りつけがあり、広い廊下
が散歩道になっている。落ち葉や森の動物たちのクラフト作
品が飾られており、季節感が感じられるよう工夫している。
共用空間には加湿器を置いて感染症予防を行っている。整理
整頓されて掃除が行き届いており、移動の障害にならないよ
う配慮している。

(自己評価)
ホールには自席のほかに２箇所にソファが置かれ日光浴をし
たり身体を休め気分転換しながら寛いだり出来るようにして
いる。

(自己評価)
居間には仏壇・机・ソファ・テレビなど好みのものは何でも
持ち込んでよいようになっている。お花や家族の写真・本な
ど家族と相談して好みのものを持ってこられ、その人らしい
お部屋で過ごして頂いている。

(外部評価)
居室はエアコンやベッド、洗面台が備え付けられ、利用者は
自宅からテーブルや椅子を持ち込んで居心地よく配置してい
る。ご家族の写真が飾られていたり、趣味の川柳の本を置い
ている人、位牌を置いている人もあり、個性的な部屋になっ
ている。

(自己評価)
各所に安全のために手すりが設置され、家具も危険が無く行
動し易いように配置している。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

30 愛媛県社会福祉協議会調査支援課


